令和8年度　離島とのつながり促進事業
団体提案型モニターツアー企画　エントリーシート
	提出期限：令和8年8月24日（月）17時　　提出先：info@shima-maru.net
お問い合わせ：令和8年度離島とのつながり促進事業事務局（株式会社おきなわコークリエーション）　
担当：砂川　電話：050-3491-9623　※繋がらない場合は翌営業日までに折り返しいたします。
受付時間：10:00～17:00（平日12:00～13:00・土日祝祭日を除く）



※ 本エントリーシートは「団体提案型モニターツアー企画募集要領」に基づき作成しています。募集要領を必ずご確認のうえ、必要事項をご記入ください。
※ 回答欄が不足する場合は、枠の拡張や行の追加、別紙添付（本シートと併せて提出）で対応してください。
※ 記入漏れや誤入力などの不備がある場合、申請を受理できないことがございます。ご注意ください。
１．応募団体・代表者情報
	応募団体名
	（例：〇〇大学　〇〇学部　〇〇ゼミ／〇〇株式会社　〇〇部）
 

	所在地
	〒　　　－　　　　


	団体区分
	□ 大学等（ゼミ・サークル・研究室単位）　　□ 企業・その他団体（社会貢献活動目的）

	ふりがな 代表者氏名
	ふりがな：
氏　名：

	代表者の所属・学年等 （学生の場合）
	（　　　　　　）大学　（　　　　　　）学部・研究科　（　　　　　　）学科・課程　（　　）年　　学籍番号：　　　　　　　　　　

	代表者の所属・役職等 （企業・団体の場合）
	会社・団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　部署・役職：　　　　　　　　　　　　　　　　

	連絡先
	メール：
電　話：

	参加人数 （代表者を含む）
	計　　　　名　　　※１団体あたり３名～最大10名





２．参加メンバー一覧（代表者を含む全員をご記入ください）
氏名／所属（大学名・学部等　または　会社名・部署等）／学年 or 役職
	No.
	氏　名
	所属（大学名・学部等／会社名・部署等）
	学年 / 役職

	1
	（代表者）
	
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	

	4
	
	
	

	5
	
	
	

	6
	
	
	

	7
	
	
	

	8
	
	
	

	9
	
	
	

	10
	
	
	


３．企画名・実施希望条件
	プロジェクト（企画）名
	 

	希望対象離島 （第一希望／第二希望）
	第一希望：　　　　　　　　　　　　　　　第二希望：　　　　　　　　　　　　　　　
【選定理由】（本企画の内容との関連性を踏まえてご記入ください）
第一希望　選定理由：

第二希望　選定理由：

※対象：伊平屋島／伊是名島／伊江島／粟国島／座間味島／阿嘉島／渡嘉敷島／久米島／津堅島／久高島／南大東島／北大東島／宮古島／池間島／多良間島／石垣島／西表島／黒島／波照間島／与那国島

	希望実施時期
	令和８年12月～令和９年２月の期間内でご記入ください。
第一希望：令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日
第二希望：令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日





４．企画概要
	取り組む地域課題
	（対象離島が抱える課題や地域のニーズと、本企画がどのように関連・貢献するかをご記入ください）
 
 

	オリジナリティ・ 先進性
	（従来のボランティアツアーや一般的な観光旅行と比較して、提案団体ならではの視点や先進的なアイデアをご記入ください）
 
 

	実施計画
	（現地活動のスケジュール、活動内容、役割分担、事前・事後の準備を含めてご記入ください）
 
 
 

	期待する成果・効果 （継続的なつながりを含む）
	（地域への貢献、参加者自身の学び、ツアー終了後も見込める継続的な関わり方についてご記入ください）
 
 


５．引率責任者・サポート担当者（任意）
学生団体の場合、プロジェクトへの助言や現地引率を担う教職員等がいる場合はご記入ください。未定の場合は空欄で構いません。
	氏名・所属
	氏　名：
所　属：

	島外への移動を伴う 引率の可否
	□ 可　　　□ 不可　　　□ 該当者なし（責任者が管理）


６．予算計画（モニターツアー費用の概算見積り）※総額（10割）は￥1,200,000以内に収めること
※ ツアー費用の６割を沖縄県が助成します。沖縄県内集合場所までの交通費、前後の宿泊費等は自己負担（助成対象外）です。
	積算内訳
	金額（税込）
	備考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計
	円
	うち助成対象額（6割）：円
うち自己負担額（4割）：円


７．継続的な離島とのつながりに向けた意欲・提案
	助成条件への同意・提案
	□ ツアー参加後のアンケートに回答する
□ 関係人口コーディネーターとつながるプラットフォーム（ツアー毎・離島毎のコミュニティ）に参加する
【必須】ツアー終了後も島と関わり続けるための具体的な提案：
（例：ふるさと納税や特産品の購入を通じて継続的に島を応援する／SNSで島の魅力を定期的に発信する／翌年以降も再訪し行事の手伝いを続ける　等）
 
 
 


８．誓約事項
	□ 実施するプロジェクトに責任を持ち、事前調整から現地活動及び事後レポート提出及び報告会（オンライン）への参加までを誠実に遂行します
□ 責任者がプログラムを管理し、事務局や現地コーディネーターとの調整・対話に応じます。
□ 沖縄県内集合場所までの交通費、前後の宿泊費等が自己負担（助成対象外）であることを了承します。



※１　必要に応じて、回答欄の拡張や行の挿入（電子ファイルの場合）、別紙への記入等を行ってください。別紙の場合、本エントリーシートと併せてご提出ください。
※２　選定は１次審査（書類選考）・２次審査（オンライン面談）を経て、３団体程度を決定します。主な審査項目は、地域課題への寄与、企画の独自性・先進性、予算計画の妥当性と継続的な関わりへの提案、実施体制の妥当性です。
※３　悪天候等による飛行機やフェリーの欠航により、やむを得ずモニターツアーが中止となった場合は、お支払いいただいたモニターツアーにかかる対象経費の自己負担分（４割）の返金対応を行います。ただし、沖縄県内の集合場所までの交通費や宿泊費等の自己負担分は返金の対象外とする
【記入例】４．企画概要・６．予算計画の記載イメージ
※ 本ページは記載イメージをつかんでいただくための参考例です。実際のご提案内容に沿って、具体的にご記入ください。
	取り組む地域課題
	○○島は人口減少・高齢化により、伝統行事の担い手不足が課題となっている。本企画では、参加学生が集落の祭事準備を手伝いながら住民と交流し、行事継続に向けた記録動画の制作を通じて地域の負担軽減と魅力発信に貢献する。

	オリジナリティ・先進性
	一般的な観光ツアーとは異なり、事前に島の課題をオンラインでヒアリングした上で現地に入り、滞在中の成果物（PR動画・レポート）を地域に還元する「学び×貢献」型の構成とする点が特徴。

	実施計画（例）
	１日目：現地到着・オリエンテーション／集落見学。２日目：地域行事の準備補助・住民インタビュー。３日目：成果発表会・振り返り、事後：レポート作成・報告会準備。役割分担は代表者が進行管理、他メンバーが記録・広報を担当。

	期待する成果・効果
	参加者にとっては地域課題解決への当事者意識の醸成、地域にとっては行事の担い手不足緩和とPR動画による関係人口の拡大が期待される。ツアー後もオンラインで住民と定期連絡を続け、翌年以降の再訪につなげる。


予算計画（記入例）
	積算内訳
	金額（税込）
	備考

	往復航空券（現地区間）　5名×2便
	150,000円
	現地空港～対象離島間の移動費

	宿泊費　2泊×5名
	100,000円
	民宿利用

	現地活動費（資材・体験費等）
	30,000円
	祭事準備補助に係る消耗品等

	島内移動用のレンタカー（1台×3日分）
	20,000円
	5名乗りのコンパクトカー想定

	合計
	300,000円
	うち助成対象額（6割）：180,000円
うち自己負担額（4割）：120,000円



